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し
か
し
、
都
市
機
構
が
２
０
０
７
年
12
月
に
出
し
た

賃
貸
住
宅
団
地
の
ス
ト
ッ
ク
活
用
方
針
（
※
１
）
に
よ
る

と
、60
年
代
後
半
以
降
の
団
地
は
ス
ト
ッ
ク
活
用
が
大

半
に
な
る
。
ま
た
、
大
阪
府
営
住
宅
に
関
し
て
２
０
０
７

年
１
月
に
「
ス
ト
ッ
ク
総
合
活
用
計
画
」
が
策
定
さ
れ
、

建
替
・
改
善
（
耐
震
改
修
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
）
の

方
針
が
打
ち
出
さ
れ
た
。 

　
一
方
、
関
西
の
代
表
的
大
規
模
団
地
の
一
つ
で
あ
る

泉
北
Ｎ
Ｔ.

で
は
、
再
生
に
向
け
た
方
向
性
の
検
討
が

始
ま
っ
た
。
民
間
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
に
よ
る
建
替
が
進
む

様
な
立
地
で
は
な
く
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
再
生
が

模
索
さ
れ
て
い
る
。 

      

　
２
０
０
８
年
は
環
境
派
に
は
記
念
す
べ
き
年
と
し

て
後
世
に
記
憶
さ
れ
そ
う
だ
。
米
国
発
の
金
融
危
機
が

世
界
を
駆
け
巡
っ
て
米
国
流
金
融
資
本
主
義
の
終
焉

と
も
言
わ
れ
、
生
産
・
消
費
・
金
融
と
も
過
剰
性
に
対

す
る
疑
問
符
が
付
け
ら
れ
た
。
最
近
は
「
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ａ

Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｉ
＝
モ
ッ
タ
イ
ナ
イ
」（
※
２
）
と
い
う
言
葉
が

各
国
で
注
目
を
集
め
、
省
資
源
・
循
環
型
社
会
を
語
る

世
界
共
通
概
念
と
な
っ
た
。
無
駄
を
省
い
た
暮
ら
し
は
、

国
際
的
に
も
急
務
の
課
題
と
し
て
私
た
ち
に
生
活
方

法
の
変
更
を
迫
り
、
浪
費
を
戒
め
る
「
リ
デ
ュ
ー
ス
」、

「
リ
ユ
ー
ス
」、「
リ
サ
イ
ク
ル
」
が
今
日
的
パ
ラ
ダ
イ

ム
と
な
っ
て
い
る
。
極
端
な
過
剰
性
を
原
動
力
と
し
た

米
国
流
資
本
主
義
の
終
焉
は
、
こ
れ
と
符
合
す
る
。
そ 

     

　
高
度
経
済
成
長
期
に
建
設
さ
れ
た
集
合
住
宅
団
地

や
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
が
、40
年
以
上
経
過
し
た
現
在
、
様
々

な
課
題
を
抱
え
て
き
て
い
る
。
そ
れ
は
一
昨
年
辺
り
か

ら
マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
世
間
の
関
心
を
惹
く

よ
う
に
な
っ
た
。
各
地
の
住
宅
団
地
は
、
以
前
か
ら
住

環
境
を
改
善
す
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
（
Ｅ
Ｖ
）
設
置
や
１

室
増
築
等
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
し
か
し
課
題
は
多
岐

に
渡
り
、
物
理
的
対
応
だ
け
で
な
く
、
生
活
改
善
の
総

合
的
対
策
が
必
要
だ
。
関
西
の
団
地
・
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

の
再
生
動
向
を
大
ま
か
に
把
握
す
る
た
め
に
、40
年
以

上
経
過
し
た
主
な
団
地
や
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
動
向
を

次
ペ
ー
ジ
表
１
に
ま
と
め
て
み
た
。 

　
千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
（
Ｎ
Ｔ.

）
を
は
じ
め
利
便
性
の

高
い
立
地
で
は
、
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
に
よ
る
等
価
交
換
方

式
の
建
替
お
よ
び
管
理
主
体
に
よ
る
高
密
度
化
建
替

が
盛
ん
だ
。
都
市
機
構
に
よ
る
建
替
団
地
で
は
、
基
準

よ
り
低
い
従
前
容
積
の
２
倍
程
度
で
建
替
が
完
了
し

て
い
る
が
、
余
剰
地
に
建
設
さ
れ
る
民
間
分
譲
団
地
で

は
、
基
準
容
積
を
目
一
杯
使
う
こ
と
が
当
然
で
あ
り
、

従
前
密
度
と
の
違
い
が
極
め
て
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

余
剰
容
積
を
活
用
す
る
高
密
度
化
建
替
で
は
、
新
住
民

の
流
入
に
よ
り
世
代
ミ
ッ
ク
ス
が
促
進
さ
れ
る
面
も

あ
る
が
、
高
層
化
に
よ
る
視
線
遮
蔽
や
圧
迫
感
増
大
な

ど
、
地
域
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に

せ
よ
団
地
の
再
生
手
法
は
、
基
本
的
に
は
ス
ク
ラ
ッ
プ

＆
ビ
ル
ド
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。 

関
西
の
団
地
再
生
の
動
向 

時  

代  

の  

変  

化 

れ
た

第

ス
テ

プ
で
は

れ

ふ

て

住
環
境
の
検
証
と
団
地
再
生
の
方
向
性
の
検
討
が
行
わ

わ
け

現
在
の
団
地
の
住

い
手
が

将
来
の

ち
の
状
況
に
よ
っ
て
団
地
再
生
の
方
向
性
や
個
人
の
生

ヴ
ァ
書
房
）
『
京
の
町
家
考
』（
京
都
新
聞
社
）
『
町
家
型
集
合

住
宅
』（
学
芸
出
版
社
）
な
ど
。 

持続可能なハウジング“団地再生”

持
続
可
能
な„
団
地
再
生
“に
向
け
て
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1994年から高層団地に建替えられ、現在はサンヴァリエ金岡
となっている。 
 
1992年には再生グランドプランが策定され、賃貸集合住宅や
センター施設は老朽化に伴う高層高密度化による建替事業が開
始された。余剰地は民間事業者に分譲され、民間マンションが
建設されている。 
 
1995年には大阪府住宅供給公社の分譲集合住宅団地が「フォ
ルム千里中央」として建替第一号となり、その後好立地を活かし
た団地の建替が公・民含めて続々と動き出した。大きな再生に関
する方向性を規定するために2006年から「再生のありかた検
討委員会」が設置され、2007年に再生指針が策定された。 
 
1987年地下鉄御堂筋線の中百舌鳥への延伸に伴い、新金岡駅
開設。バブル時代から分譲棟の民間事業者による建替え話があ
ったが、なかなか合意に至らなかった。現在は公団・公社等で部
分的に建替事業が継続中。 
 
高層住宅団地となり、視線遮蔽・圧迫感増大等の課題も出現し
ている。余剰地は民間に売却される予定。 
 
余剰地は近隣の大学がグラウンドとして利用。今後も順次建替
えられる予定であるが、一部はストックを活用した再生になる
可能性も残されている。 
 
ストック活用予定。 
 
2001年から再生・活性化に関し様々な取り組みを開始。
2003年兵庫県が「明舞団地再生計画」を策定。明舞団地の人
口は1975年の37,000人をピークに2000年に26,000
人に激減した。現在再生に向けた様々な取り組みがなされて
いる。 
 
堺市では再生の検討を庁内で行っていたが、2008年度にニュ
ータウン再生指針策定懇話会が発足し、再生の方向性を専門家
や市民代表を交えて検討中。千里ニュータウンの様な好立地で
はないので、地域資源の確認とそれらの有効活用が考えられて
いるところである。 

675戸。住宅公団が1956年に初め
て建設した賃貸集合住宅団地 

5,800戸余。戸建と賃貸集合住宅の
混合。公共・公益施設・教育施設等を
含 

1,160ha 
計画人口15万人 
大阪駅から北へ約11Km、新大阪・伊
丹空港へ約30分で到達できる国土軸
直結の利便性が高い立地 

府住供、府営、公団の賃貸住宅および
分譲住宅や、民間の分譲住宅、企業社
宅等が混在 

4～5階建て2 , 1 9 2戸から高層
1,165戸に建替えられた 

31.1ha、4,600戸 
既に一部が浜甲子園団地さくら街と
して建替えられた 

5,032戸 

197ha、 
約11,000戸 

1,557ha 
計画人口18万人 
大阪南部の泉北丘陵に広がる大阪随
一のニュータウンである 

1956～ 

1957～ 

1960～ 

1963～ 

1962～64

1962～64

1963～ 

1964～ 

1965～ 

大阪府 
堺市 

大阪府 
枚方市 

大阪府 
豊中市・ 
吹田市 

大阪府 
堺市 

兵庫県 
尼崎市 

兵庫県 
西宮市 

大阪府 
富田林市 

兵庫県 
神戸市・ 
明石市 
 

大阪府 
堺市 

金岡団地

団地名 立地 建設年 規模、概要等 団地の再生動向

香里団地

千里NT.

新金岡団地

西武庫団地

浜甲子園
団地

金剛団地

明舞団地

泉北NT.

表１　関西における主要な住宅団地・ニュータウンの再生動向 

図１　51C-N平面図（※5） 

れ
は
建
設
分
野
で
は
、
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
資

材
の
削
減
・
再
利
用
や
再
生
利
用
、
既
存
建
物
の
長
期

利
用
と
い
っ
た
課
題
と
な
っ
て
現
れ
て
い
る
。 

      

　
こ
の
よ
う
な
流
れ
を
受
け
、
建
物
の
長
期
使
用
に
関

す
る
啓
蒙
や
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。
団
地
再
生
産
業

協
議
会
は
、
団
地
再
生
を
テ
ー
マ
と
す
る
卒
業
設
計
の

優
秀
作
を
顕
彰
し
、
展
示
会
も
開
催
し
て
い
る
。
関
西

で
も
都
市
住
宅
学
会
の
住
宅
団
地
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
研
究
委
員
会
が
同
協
議
会
と
共
同
で
大
阪
で
の
展

示
会
を
数
年
前
か
ら
開
催
し
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
同
研

究
会
は
、
平
成
20
年
度
に
は
松
村
秀
一
東
大
大
学
院
教

授
に
よ
る
超
長
期
住
宅
に
関
す
る
講
演
会
を
同
協
議

会
の
後
援
を
得
て
開
催
し
た
。
啓
蒙
に
加
え
、
複
数
大

学
の
学
生
が
平
成
19
・
20
年
度
と
都
市
機
構
の
団
地
住

棟
を
利
用
し
住
戸
自
主
改
修
実
験
を
実
施
し

た
。
平
成
19
年
度
は
西
武
庫
団
地（
※
３
）、

平
成
20
年
度
は
浜
甲
子
園
団
地（
※
４
）

で
、
各
大
学
が
１
住
戸
ず
つ
改
修

を
し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
改
修

内
容
を
発
表
す
る
と
と
も
に
、

平
成
20
年
度
は
試
用
期
間
を
１

週
間
設
け
て
、
使
用
上
の
問
題
点

等
の
把
握
に
も
努
め
た
。
実
験
で
は
、

住
戸
内
の
間
仕
切
り
を
一
旦
取
り
払
い
、

内
部
プ
ラ
ン
を
再
構
築
す
る
こ
と
で
、
従
前
と

ス
ト
ッ
ク
活
用
の
模
索 
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金岡団

団地

香里団

千里N

新金岡

西武庫

浜甲子
団地

金剛団

明舞団

泉北N

表１　

従前平面図

土間での集まり

従前平面図

改修後平面図

二間続きの
和室

従前北半分の和室６畳

改修後平面図
パブリック側空間
（スノコ敷バルコニーに繋がる）

図２　武庫川女子大学の改修前後の住戸（西武庫団地） 

図３　武庫川女子大学の改修前後の住戸（浜甲子園団地） 

外部からのアプローチ

等
の
把
握
に

努
め
た

実
験
で
は

住
戸
内
の
間
仕
切
り
を
一
旦
取
り
払
い
、

内
部
プ
ラ
ン
を
再
構
築
す
る
こ
と
で
、
従
前
と

は
異
な
る
利
用
の
可
能
性
を
提
示
し
検
証
し
た
。
改
修

住
戸
は
、
両
年
と
も
51
Ｃ
型
（
図
１
参
照
）
の
流
れ
を

引
く
住
戸
で
あ
っ
た
（
※
５
）。 

       

　
29 
m2

と
い
う
限
ら
れ
た
広
さ
な
の
で
、
住
機
能
を
充

足
す
る
改
修
案
で
あ
っ
た
。
こ
の
架
構
で
は
ス
ラ
ブ
の

小
梁
が
無
く
、
１
室
化
に
は
好
都
合
で
あ
っ
た
。
１
階

床
は
木
造
で
地
面
よ
り
約
90 
cm
高
く
、
床
下
も
活
用
す

る
と
多
様
な
空
間
作
り
も
可
能
だ
。
今
回

の
実
験
で
は
、
機
構
側
か
ら
躯
体
・
外
観

の
改
変
が
禁
止
さ
れ
た
が
、
バ
ル
コ
ニ
ー

は
拡
張
の
可
能
性
が
あ
り
、
外
部
専
用
ス

ペ
ー
ス
の
拡
大
は
生
活
ス
ペ
ー
ス
の
拡
張

に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。 

●
想
定
居
住
者 : 

23
歳
独
身
女
性
。 

●
住
戸
の
１
室
空
間
化
、
中
央
土
間
に
よ

り
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
と
パ
ブ
リ
ッ
ク
な
空

間
の
心
理
的
分
離
。 

●
就
寝
の
場
と
収
納
を
固
定
間
仕
切
り
と

中
段
の
上
下
使
い
分
け
で
確
保
。
既
設

風
呂
桶
を
撤
去
し
て
シ
ャ
ワ
ー
室
と
し

て
再
構
成
し
、
想
定
さ
れ
た
居
住
者
の

実
生
活
に
お
け
る
生
活

実
態
を
反
映
。 

●
バ
ル
コ
ニ
ー
に
木
製
ス

ノ
コ
を
敷
い
て
室
内
と

同
レ
ベ
ル
化
、
建
具
開
放

時
の
内
外
空
間
の
連
続

性
実
現
。 

●
改
修
対
象
外
住
戸
か
ら

の
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
材
リ

ユ
ー
ス
に
よ
り
、
省
資
源
・
廃
棄
物

削
減
を
試
行
。 

　
土
間
に
よ
る
心
理
的
結
界
に
よ
り
、

視
覚
的
広
が
り
を
確
保
し
つ
つ
空
間
の

分
化
に
成
功
。
住
ま
う
こ
と
を
前
提
と

し
た
空
間
作
り
は
、
施
工
の
巧
拙
を
超

え
て
「
現
代
住
居
」
と
し
て
の
一
つ
の

在
り
様
を
提
示
し
て
い
る
。 

       

　
一
方
、
浜
甲
子
園
団
地
で
の
住
戸
は
39 
m2

と
前
年
に

比
し
て
３
割
ほ
ど
広
く
、
他
大
学
も
多
様
な
機
能
を
盛

り
込
む
と
同
時
に
、
住
戸
内
と
街
と
の
関
係
強
化
、
住

戸
空
間
の
外
へ
の
拡
張
が
模
索
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
団

西
武
庫
団
地
で
の 

武
庫
川
女
子
大
学
の
実
験
概
要 

浜
甲
子
園
団
地
で
の 

武
庫
川
女
子
大
学
の
実
験
概
要 
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CEL

地
再
生
に
お
け
る
非
常
に
重
要
な
手
法
を
示
唆
し
て

い
る
。
こ
の
架
構
で
は
、
従
前
の
南
北
間
の
間
仕
切
上

部
の
小
梁
が
空
間
を
規
定
す
る
要
素
と
し
て
働
く
の

で
、
こ
の
部
分
に
軽
い
間
仕
切
り
を
設
け
た
改
修
事
例

が
数
例
出
て
来
た
こ
と
も
う
な
ず
け
る
。 

●
全
て
の
住
設
機
器
を
機
能
さ
せ
、
生
活
側
か
ら
設
計

内
容
を
検
証
。 

●
Ｄ
Ｋ
と
そ
れ
に
隣
接
す
る
和
室
の
１
室
化
と
Ｄ
Ｋ
の

土
間
化
、
主
ア
プ
ロ
ー
チ
を
バ
ル
コ
ニ
ー
側
に
転
換
。 

●
土
間
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
カ
フ
ェ
等
、
街
の
人
と
住
民

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
な
空

間
設
定
。 

●
起
居
・
食
事
ス
ペ
ー
ス
は
、
キ
ッ
チ
ン
、
収
納
、
デ
ス

ク
、
ベ
ッ
ド
等
を
し
つ
ら
え
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
空
間

設
定
。 

●
バ
ル
コ
ニ
ー
外
部
の
ア
プ
ロ
ー
チ
テ
ラ
ス
を
生
活
空

間
の
延
長
と
し
て
利
用
。 

●
住
戸
住
棟
の
内
外
の
境
界
を
取
り
払
い
、
相
互
の
貫

入
を
促
進
。 

      

　
こ
の
実
験
の
主
目
的
は
、「
解
体
さ
れ
る
住
棟
住
戸

で
も
、
現
代
的
ニ
ー
ズ
に
応
え
使
い
続
け
る
こ
と
が
可

能
か
ど
う
か
」、「
居
住
者
ニ
ー
ズ
を
反
映
す
る
改
修
を

居
住
者
＝
素
人
が
担
い
得
る
か
」
を
検
証
す
る
こ
と
で

あ
っ
た
。
実
際
に
住
み
、
長
期
の
使
用
に
耐
え
得
る
か

と
い
う
検
証
が
、
時
間
の
都
合
で
充
分
に
で
き
ず
、
今

後
の
課
題
と
し
て
残
っ
て
い
る
が
、
構
造
耐
力
上
の
問

題
は
別
と
し
て
、
利
用
面
で
は
実
験
の
目
的
を
お
お
む

ね
達
成
で
き
た
。 

　
こ
の
類
で
は
、
大
阪
市
住
ま
い
公
社
で
、
建
替
前

の
団
地
を
有
効
活
用
し
、
平
成
17
年
度
か
ら
数
団
地

に
お
い
て
建
替
ま
で
の
間
、
５
年
間
限
定
で
住
戸
内

の
自
主
改
修
も
可
能
と
い
う
建
前
で
入
居
者
を
募
集

し
好
評
を
得
て
い
る
事
例
が
あ
る
。
住
戸
、
勉
強
部

屋
等
、
ト
ラ
ン
ク
ル
ー
ム
に
利
用
で
き
、
賃
料
の
安

さ
も
あ
り
一
般
住
戸
の
利
用
が
最
も
多
い
が
、
実
際

に
大
規
模
に
改
修
さ
れ
た
の
は
今
の
と
こ
ろ
１
戸
の

み
ら
し
い
。
こ
れ
は
、
期
間
限
定
の
ス
ト
ッ
ク
活
用

で
あ
る
が
、
改
修
後
に
転
居
す
る
際
の
評
価
や
手
続

き
を
整
備
す
れ
ば
、
建
替
前
団
地
に
限
定
せ
ず
に
広

く
活
用
で
き
る
手
法
で
も
あ
る
。 

　
さ
ら
に
都
市
機
構
西
日
本
支
社
で
は
、「
向
ヶ
丘
団

地
」
の
一
画
で
、
増
・
減
築
を
含
む
ス
ト
ッ
ク
活
用
の

実
証
実
験
を
行
う
。
こ
れ
は
別
稿
で
詳
し
く
紹
介
さ
れ

て
い
る
が
、
現
行
法
規
に
合
致
さ
せ
建
築
確
認
申
請
も

提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
技
術
の
普
遍
化
を
目
指
す
も

の
で
注
目
し
た
い
。
居
住
者
を
募
集
し
、
実
ニ
ー
ズ
の

把
握
ま
で
行
え
ば
、
そ
の
意
義
は
さ
ら
に
増
す
。
ま
た

武
庫
川
団
地
で
は
、
子
育
て
支
援
を
団
地
再
生
の
戦
略

的
テ
ー
マ
と
す
る
「
団
地
再
生
の
具
体
的
方
策
に
関
す

る
研
究
会
」
が
組
織
さ
れ
、
具
体
的
な
提
言
が
な
さ
れ

る
な
ど
、
再
生
へ
の
取
り
組
み
が
具
体
性
を
帯
び
て
き

て
い
る
。 

　
一
方
、
泉
北
Ｎ
Ｔ.

で
は
「
在
宅
・
長
寿
の
わ
が
ま
ち

づ
く
り
モ
デ
ル
事
業
」
が
平
成
18
・
19
年
度
に
一
部
地

区
で
実
施
さ
れ
、「
地
域
で
取
り
組
む
健
康
づ
く
り
」、

「
緑
道
を
活
か
し
た
外
出
機
会
の
創
出
」、「
高
齢
者
の

戸
建
住
宅
に
関
す
る
調
査
」、「
住
民
参
加
型
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
設
立
検
討
」、「
認
知
症
Ｗ
Ｇ

へ
の
参
画
」
等
の
ソ
フ
ト
面
か
ら
、
高
齢
化
し
た
地
域

社
会
を
安
全
・
安
心
に
す
る
試
み
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
、

大
阪
ガ
ス
の
実
験
集
合
住
宅
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
で
は
家
庭

用
燃
料
電
池
の
活
用
も
試
み
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

福
祉
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
方
面
の
試
み
つ
い
て
は
団
地
再

生
産
業
協
議
会
の
Ｈ
Ｐ
も
参
照
さ
れ
た
い
。
団
地
や
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
の
再
生
に
向
け
た
多
面
的
模
索
が
各
地

で
広
が
り
つ
つ
あ
る
。 

 （
※
１
）
２
０
０
８
年
６
月
版
の
「
Ｕ
Ｒ
賃
貸
住
宅
ス
ト
ッ
ク
個
別
団
地
類
型
（
案
）

一
覧
」http://w

w
w
.ur-net.go.jp/stock/pdf/20080602stocktype.pdf

（
※
２
）
元
ケ
ニ
ヤ
環
境
副
大
臣
ワ
ン
ガ
リ
・
マ
ー
タ
イ
さ
ん
（
環
境
保
護

活
動
面
で
２
０
０
４
年
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
）
が
提
唱

（
※
３
）
参
加
大
学 : 

武
庫
川
女
子
大
学
、
関
西
大
学
、
京
都
工
芸
繊
維
大

学
、
大
阪
市
立
大
学
、
大
阪
市
立
工
業
技
術
専
門
学
校

（
※
４
）
参
加
大
学 : 

武
庫
川
女
子
大
学
、
関
西
大
学
、
京
都
工
芸
繊
維
大

学
、
大
阪
市
立
大
学
、
大
阪
大
学
、
神
戸
芸
術
工
科
大
学

（
※
５
）
出
典 : 

鈴
木
成
文
著
『
51
Ｃ
白
書
―
私
の
建
築
計
画
学
戦
後
史
』

住
ま
い
の
図
書
館
出
版
局

武
庫
川
女
子
大
学
教
授
・
団
地
再
生
産
業
協
議
会
特
別
会
員
。

1
9
7
3
年
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
修
了
。
７４
年
（株）
ア
ー
ル
・

ア
イ
・
エ
ー
入
社
。
大
阪
支
社
副
支
社
長
を
経
て
、2
0
0
6

年
に
同
社
を
退
社
し
現
職
。
集
合
住
宅
や
集
合
住
宅
団
地
、
公

共
施
設
、
再
開
発
ビ
ル
な
ど
の
設
計
に
従
事
。
大
阪
府
公
社
山

田
西
Ａ
団
地
で
府
景
観
建
築
賞
受
賞
他
。 

　
大
坪

　

明
（
お
お
つ
ぼ
・
あ
き
ら
） 

結
果
の
意
義
と
新
た
な
動
き 
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